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２
０
２
０
年

月
に
行
わ

れ
た
２
回
目
の
大
阪
市
の

「
都
構
想
」
は
、
住
民
投
票

の
結
果
、再
び
否
決
さ
れ
た
。

賛
否
の
差
は
、
わ
ず
か
１
万

７
千
票
、
提
案
し
た
大
阪
維

新
の
会
か
ら
す
れ
ば
、
あ
ま

り
に
も
無
念
だ
っ
た
に
違
い

な
い
。
と
は
い
え
、
府
と
市

の
二
重
行
政
を
な
く
そ
う
と

提
案
し
て
、
住
民
に
そ
の
判

断
を
委
ね
た
積
極
性
は
評
価

さ
れ
て
い
い
。

　
橋
下
徹
大
阪
府
知
事
が
誕

生
し
た
折
、
私
は
知
事
と
府

と
市
の
二
重
行
政
に
つ
い
て

語
り
合
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

当
時
、
府
と
市
の
首
長
の
支

持
母
体
が
異
な
り
、
市
は
府

に
対
し
て
協
力
的
で
あ
っ
た

と
は
い
え
な
い
状
況
下
に
あ

っ
た
。
か
つ
て
府
と
市
が
協

力
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘
致

運
動
を
展
開
し
、
立
候
補
し

て
中
国
・
北
京
に
敗
れ
た
際

は
、
両
自
治
体
の
関
係
は
ま

ず
良
好
で
あ
っ
た
。

　
も
と
も
と
府
よ
り
も
市
の

方
が
権
威
が
あ
る
と
見
ら
れ

て
い
た
。
市
長
の
方
が
知
事

よ
り
も
給
料
が
上
、
市
会
議

員
の
給
料
は
府
議
会
議
員
を

上
回
り
、
市
会
議
員
が
秘
書

を
持
つ
と
い
う
具
合
で
あ
っ

た
。

　
そ
も
そ
も
大
阪
市
は
、
日

本
最
初
の
市
で
あ
り
、
そ
の

歴
史
と
伝
統
は
市
民
も
共
有

し
、
誇
り
と
し
て
い
た
。
そ

の
「
大
阪
市
」
を
廃
止
し
よ

う
と
い
う
住
民
投
票
は
、
市

民
に
と
っ
て
は
複
雑
な
思
い

が
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

選
挙
で
は
強
い
支
持
を
得
て

い
た
大
阪
維
新
の
会
を
も
っ

て
し
て
で
も
「
大
阪
市
」
を

廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

　
市
民
の
「
大
阪
市
」
へ
の

愛
着
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
が
、橋
下
知
事
が
誕
生
し
、

市
長
も
維
新
の
会
が
占
め
て

よ
り
、
府
と
市
の
対
立
は
な

く
な
っ
た
。
こ
の
状
況
が


年
も
続
け
ば
、
市
民
た
ち
は

何
の
不
合
理
性
を
感
じ
ず
、

今
の
ま
ま
で
い
い
で
は
な
い

か
と
い
う
投
票
結
果
を
招
来

さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
大
阪
府
が
活
力
を
失
し
た

の
は
、
太
田
房
江
知
事
が
当

選
す
る
以
前
、
横
山
ノ
ッ
ク

知
事
を
生
み
大
企
業
が
本
社

を
東
京
へ
、
東
京
へ
と
移
し

て
か
ら
で
あ
ろ
う
。
太
田
知

事
に
な
っ
て
も
流
れ
は
変
わ

ら
ず
、
改
革
は
一
歩
も
進
ま

ず
じ
ま
い
だ
っ
た
。
変
化
の

な
い
大
阪
、
府
民
は
橋
下
徹

と
い
う
人
材
を
知
事
に
就
任

さ
せ
、活
気
が
戻
っ
て
き
た
。

い
や
、
改
革
が
ど
ん
ど
ん
進

ん
で
い
た
か
に
映
っ
た
ば
か

り
か
、
市
の
失
政
を
次
か
ら

次
へ
と
あ
ぶ
り
出
す
。

　
で
、
府
と
市
の
対
立
が
激

し
く
な
り
、
維
新
の
会
の
橋

下
知
事
が
市
長
に
打
っ
て
出

る
と
い
う
奇
策
に
走
る
。
ま

さ
に
橋
下
劇
場
の
幕
開
け
で

あ
っ
た
。
「
オ
モ
ロ
イ
」
こ

と
の
好
き
な
大
阪
人
、
橋
下

劇
場
の
キ
ッ
プ
を
買
い
ま
く

っ
た
。
今
や
、
府
議
会
も
市

議
会
も
第
１
党
が
大
阪
維
新

の
会
だ
。
地
方
政
治
の
あ
り

方
を
徹
底
的
に
有
権
者
に
訴

え
、理
解
を
得
て
い
る
限
り
、

維
新
の
会
は
強
い
。
加
え
て

国
会
議
員
も
維
新
の
会
が
力

を
発
揮
し
て
い
る
。

　
た
だ
、
堺
市
を
巻
き
込
む

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
こ

ろ
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
欠
い
た

印
象
を
受
け
た
。
当
初
、
堺

市
も
都
構
想
に
参
加
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
が
、
当
時

の
市
長
が
寝
返
っ
た
。
い
や

「
堺
」
と
い
う
歴
史
的
な
地

名
を
失
い
た
く
な
か
っ
た
住

民
は
、
大
阪
市
と
一
線
を
画

し
た
よ
う
に
映
っ
た
。
堺
市

に
は
独
特
の
文
化
が
あ
り
、

世
界
遺
産
も
あ
る
。
最
初
か

ら
都
構
想
に
入
る
に
は
無
理

が
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
こ
の
大
阪
の
都
構

想
は
、
全
国
の
自
治
体
に
、

自
治
体
の
あ
り
方
、
地
方
分

権
に
つ
い
て
、
地
方
議
会
の

あ
り
方
に
一
石
を
投
じ
た
と

い
え
る
。
地
方
の
成
長
や
課

題
を
考
え
た
場
合
、
中
央
の

大
政
党
の
流
れ
を
く
む
議
員

が
多
数
を
占
め
た
方
が
い
い

の
か
、
そ
れ
と
も
地
方
議
会

の
派
の
構
成
は
独
自
性
が
大

阪
の
よ
う
に
あ
る
方
が
好
ま

し
い
か
も
し
れ
な
い
。
地
方

議
員
は
、
国
会
議
員
の
集
票

マ
シ
ン
に
な
ら
ず
、
自
治
体

の
た
め
、
住
民
の
た
め
の
存

在
で
あ
る
べ
き
だ
。

　
さ
ら
に
、
全
国
の
県
庁
所

在
地
の
自
治
体
と
県
の
関
係

を
見
直
す
機
会
を
都
構
想
が

も
た
ら
し
た
と
も
い
え
る
。

二
重
行
政
が
ど
う
な
っ
て
い

る
か
、
政
令
都
市
と
し
て
い

か
に
独
自
性
を
発
揮
し
て
い

る
か
、
自
治
体
の
あ
り
方
を

問
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
改

革
を
推
進
さ
せ
、
地
方
分
権

の
議
論
や
広
域
行
政
の
研
究

等
に
も
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。

　
大
切
な
こ
と
は
、
選
挙
権

を
持
つ
住
民
の
意
識
が
ど
う

か
も
問
わ
れ
る
。
政
策
を
提

示
で
き
な
い
候
補
者
に
投
票

す
る
よ
う
な
、
縁
を
重
視
す

る
よ
う
な
投
票
行
動
が
昔
日

の
ご
と
く
定
着
し
て
い
た
の

で
は
自
治
体
の
発
展
は
望
め

な
い
。
近
年
、
自
治
体
の
議

員
を
就
職
と
考
え
て
い
る
候

補
者
も
目
立
つ
と
い
う
。
選

挙
民
が
本
気
に
な
っ
て
自
治

体
を
考
え
る
よ
う
な
時
代
を

迎
え
た
い
も
の
だ
。

　
何
で
も
手
に
入
る
富
裕
層
に

と
っ
て
、
最
も
関
心
の
高
い
の

が
開
運
法
で
あ
る
。そ
の
た
め
、

年
末
に
な
る
と
決
ま
っ
て
占
い

の
取
材
が
入
る
。
分
野
は
、
西

洋
占
星
術
、
九
星
気
学
、
数
秘

術
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。毎
回
、

各
先
生
た
ち
が
語
る
未
来
の
相

違
を
比
較
す
る
の
が
密
か
な
楽

し
み
だ
が
、
今
回
ば
か
り
は
、

使
う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
異
な
っ
て

も
話
す
内
容
が
そ
ろ
っ
て
い
た

の
が
印
象
深
か
っ
た
。

　
ま
と
め
る
と
、
新
し
い
価
値

観
の
始
ま
り
の
年
で
あ
る
。
ま

ず
、
占
星
術
か
ら
見
る
と
、
グ

レ
ー
ト
コ
ン
ジ
ャ
ク
シ
ョ
ン
が

起
こ
り
、
江
戸
時
代
か
ら
続
い

て
い
た
「
土
の
時
代
」
か
ら

「
風
の
時
代
」
に
切
り
替
わ
っ

た
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う

と
、
物
質
や
権
威
主
義
の
時
代

か
ら
、
情
報
や
人
脈
、
経
験
、

個
が
重
要
視
さ
れ
る
時
代
に
入

っ
た
そ
う
だ
。
す
で
に
進
ん
で

い
る
よ
う
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化

が
推
奨
さ
れ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

発
信
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
時
代
に
な
る
。
目
に
見
え

な
い
も
の
の
価
値
が
よ
り
一
層

問
わ
れ
る
と
い
う
わ
け
だ
。

　
九
星
気
学
で
見
る
と
「
辛か

の
と

・
丑う

し

・
六
白
金
星

ろ
っ
ぱ
く
き
ん
せ
い

」
。
「
辛
」

は
鋭
い
刃
物
を
表
し
た
象
形
文

字
で
、
お
の
で
切
り
落
と
す
こ

と
を
意
味
す
る
。
さ
ら
に
、
訓

読
み
に
あ
る
よ
う
に
、つ
ら
い
、

む
ご
い
、
き
び
し
い
と
い
う
意

味
が
あ
る
た
め
、
痛
み
を
伴
い

な
が
ら
も
強
い
意
志
の
も
と
、

余
分
な
も
の
を
切
り
払
っ
て
改

革
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
。ち
な
み
に
、

過
去
に
は
ア
メ
リ
カ
の
同
時
多

発
テ
ロ
や
東
日
本
大
震
災
が
起

こ
っ
た
の
が
辛
の
年
で
あ
る
。

　
「
丑
」
は
、
爪
を
立
て
た
手

の
形
を
表
し
、
指
先
に
力
を
入

れ
て
曲
げ
、
強
く
物
を
取
る
様

子
を
示
す
漢
字
。
そ
の
た
め
、

新
し
い
こ
と
が
始
ま
ろ
う
と
す

る
け
れ
ど
も
な
か
な
か
つ
か
め

な
い
状
態
に
通
じ
、
試
行
錯
誤

が
続
く
ら
し
い
。

　
「
六
白
金
星
」
は
、
政
治
、

経
済
、
金
融
と
関
係
す
る
星
で

下
克
上
な
ど
も
起
こ
り
や
す
い

と
い
う
か
ら
、
職
場
や
家
庭
で

も
常
に
冷
静
な
判
断
が
必
要
と

な
る
。

　
数
秘
学
で
見
る
と
、
変
化
を

象
徴
す
る
「
５
」
の
年
。
歴
史

上
で
は
、
明
治
元
年
が
「
５
」

の
年
に
当
た
る
。
同
時
に
、
始

ま
り
の
「
１
」
が
含
ま
れ
る
２

０
２
１
年
で
あ
り
、
令
和
３
年

の
「
３
」
は
創
造
性
を
表
す
た

め
、
新
し
い
こ
と
が
始
ま
る
と

予
見
さ
れ
る
の
だ
。

　
で
は
、新
し
い
変
革
の
中
で
、

私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
す

の
が
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ

も
共
通
し
て
お
り
、
「
自
分
の

声
に
耳
を
傾
け
て
、
自
分
の
軸

を
し
っ
か
り
持
つ
こ
と
が
大

切
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
組

織
よ
り
、
個
人
。
余
分
な
も
の

を
断
捨
離
し
て
進
む
に
は
、
自

分
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
を

見
直
す
こ
と
。
変
化
の
年
だ
か

ら
こ
そ
、
ぶ
れ
な
い
自
分
を
確

立
す
る
た
め
に
必
要
な
要
素
を

つ
き
つ
め
て
考
え
る
の
が
開
運

の
第
一
歩
と
声
を
そ
ろ
え
る
。

　
こ
こ
は
一
度
、風
に
流
さ
れ
、

変
化
に
揺
れ
る
運
気
に
振
り
回

さ
れ
な
い
よ
う
に
、
自
分
と
向

き
合
っ
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

「
〝
な
ぜ
生
き
る
か
〟
を
知
る

者
は
、
ほ
と
ん
ど
、
あ
ら
ゆ
る

〝
い
か
に
生
き
る
か
〟
に
耐
え

る
の
だ
」
と
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の

言
葉
で
あ
る
。
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経
済
産
業
省
に
よ
る
と
、

２
０
２
０
年

月
の
第
３
次

産
業
活
動
指
数
は
前
月
比
１

・
０
％
増
の

・
３
だ
っ
た
。

「
総
じ
て
み
れ
ば
、
第
３
次

産
業
活
動
は
持
ち
直
し
て
い

る
」と
同
省
。業
種
別
で
は
、

宿
泊
業
が

・
０
％
増
の


・
１
、
旅
行
業
が

・
２
％

増
の

・
５
と
、
と
も
に
上

昇
し
た
。

　
第
３
次
産
業
活
動
指
数

は
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
第
３

次
産
業
に
属
す
る
生
産
活
動

を
総
合
的
に
捉
え
た
指
数
。

　
宿
泊
業
の
う
ち
、
旅
館
は


・
５
％
増
の

・
０
、
ホ

テ
ル
は

・
８
％
増
の

・

０
。

　
旅
行
業
は
、
国
内
旅
行
が


・
２
％
増
の

・
７
、
海

外
旅
行
が
６
・
２
％
減
の
１

・
５
、
外
人
旅
行
が
９
・
６

％
減
の
４
・
７
と
、
国
内
旅

行
の
み
上
昇
し
た
。

　
ほ
か
の
業
種
を
見
る
と
、

遊
園
地
・
テ
ー
マ
パ
ー
ク
が


・
８
％
増
の

・
１
。
国

内
航
空
旅
客
運
送
業
が

・

６
％
増
の

・
７
。
道
路
旅

客
運
送
業
が

・
２
％
増
の


・
８
。

　
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
観
光

関
連
産
業
全
体
は
８
・
９
％

増
の

・
６
。

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
は
こ

の
ほ
ど
、
飲
食
店
の
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
、
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
消
費
者
調
査

を
行
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
注
目
さ
れ

る
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
、
デ
リ
バ

リ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

コ
ロ
ナ
の
収
束
後
の
利
用
意

向
は
、
と
も
に
「
増
え
る
」

が
約
２
割
、「
変
わ
ら
な
い
」

が
約
６
割
と
、「
減
る
」「
利
用

し
な
く
な
る
」
の
回
答
を
上

回
っ
た
。
利
用
者
の
多
く
が

コ
ロ
ナ
収
束
後
も
両
サ
ー
ビ

ス
を
継
続
利
用
す
る
意
向
と

な
っ
て
い
る
。

　
飲
食
店
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

は

・
３
％
が
「
利
用
し
た

こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
。
利

用
頻
度
は「
月
に
１
回
以
上
」

が

・
２
％
を
占
め
た
。

　
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
利
用
意

向
は
、
「
変
わ
ら
な
い
」
が


・
７
％
、
「
増
え
る
」
が


・
０
％
、
「
減
る
」
が


・
４
％
、
「
利
用
し
な
く
な

る
」
が
３
・
９
％
。
男
女
と

も

代
、
代
で「
増
え
る
」

と
回
答
し
た
割
合
が
約
３
割

と
、
ほ
か
の
世
代
に
比
べ
て

高
か
っ
た
。

　
飲
食
店
の
デ
リ
バ
リ
ー
サ

ー
ビ
ス
は
、
利
用
経
験
あ
り

が

・
５
％
。
利
用
頻
度
は

月
に
１
回
以
上
が

・
８
％

あ
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
収
束
後
は
、

・

７
％
が
変
わ
ら
な
い
、

・

０
％
が
増
え
る
と
回
答
。
減

る
は

・
１
％
、利
用
し
な
く

な
る
は
３
・
２
％
に
と
ど
ま

っ
た
。
男
女
と
も

代
で
増

え
る
と
回
答
し
た
割
合
が
約

３
割
と
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
調
査
は
２
０
２
０
年

月

６
～
８
日
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
実
施
。
２
千
人
が
回
答

し
た
。

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
が
２

０
２
０
年

月
に
行
っ
た
中

小
企
業
景
況
調
査
に
よ
る

と
、

年
の
業
況
見
通
し
Ｄ

Ｉ
は
９
・
４
と
、
「
改
善
」

の
回
答
割
合
が
「
悪
化
」
の

回
答
割
合
を
上
回
っ
た
。
期

待
す
る
要
素
に
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

の
収
束
」
、
不
安
要
素
に

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
」
を
多
く
が
挙

げ
て
い
る
。
一
方
、

年
の

業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
マ
イ
ナ
ス


・
２
で
、
前
年（
マ
イ
ナ

ス

・
１
）比

・
１
㌽
の

大
幅
減
と
な
っ
た
。

　
Ｄ
Ｉ
は
業
況
が
前
年
比
で

改
善
と
す
る
企
業
割
合
か
ら

悪
化
と
す
る
企
業
割
合
を
引

い
た
値
。

　

年
は
改
善
に
７
・
２
％
、

横
ば
い
に

・
４
％
、
悪
化

に

・
４
％
が
回
答
。改
善
、

横
ば
い
は
前
年（

・
９
％
、


・
１
％
）
か
ら
大
き
く
低

下
。
悪
化
は
前
年
の

・
０

％
か
ら
大
き
く
上
昇
し
た
。

　

年
の
業
況
を
悪
化
と
判

断
し
た
要
因
を
三
つ
ま
で
の

複
数
回
答
で
挙
げ
て
も
ら
っ

た
と
こ
ろ
、
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
」

が

・
５
％
と
最
も
多
か
っ

た
。
以
下
は
「
国
内
需
要
の

動
向
」（

・
２
％
）
、「
海
外

経
済
の
動
向
」（

・
５
％
）、

「
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
」

（
９
・
０
％
）
な
ど
。

　
一
方
、
改
善
と
判
断
し
た

要
因
の
上
位
は
、
「
国
内
需

要
の
動
向
」（

・
４
％
）、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
」（

・
９
％
）、

「
製
・
商
品
の
販
売
価
格
の

動
向
」（

・
３
％
）な
ど
。

　

年
の
見
通
し
は
、
改
善

に

・
４
％
、
横
ば
い
に


・
６
％
、
悪
化
に

・
０
％

が
回
答
し
た
。

　

年
に
期
待
す
る
要
素

は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
の
収
束
」

が

・
６
％
と
、
２
位
以
下

の
「
海
外
景
気
の
回
復
に
よ

る
外
需
の
増
加
」
（
７
・
８

％
）
、
「
政
府
・
地
方
公
共

団
体
等
に
よ
る
各
種
政
策
・

予
算
の
執
行
」（
７
・
１
％
）、

「
２
０
２
１
年
予
定
の
東
京

五
輪
に
伴
う
需
要
の
発
生
」

（
４
・
０
％
）
な
ど
を
大
き

く
引
き
離
し
た
。

　
一
方
、
不
安
要
素
（
三
つ

ま
で
の
複
数
回
答
）
は
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
」
が

・
９
％

と
最
も
多
い
。
以
下
は
「
国

内
の
消
費
低
迷
、販
売
不
振
」

（

・
４
％
）
、
「
海
外
経

済
の
減
速
に
よ
る
輸
出
減

少
」
（

・
０
％
）
、
「
人

材
の
不
足
、
育
成
難
」
（


・
６
％
）
な
ど
。

　
調
査
は
三
大
都
市
圏
の
同

公
庫
取
引
先
９
０
０
社
に
実

施
。
こ
の
う
ち
６
１
６
社
か

ら
有
効
回
答
を
得
た
。

　
経
済
産
業
省
は
こ
の
ほ

ど
、
特
定
サ
ー
ビ
ス
産
業
動

態
統
計
調
査
の
２
０
２
０
年


月
分
確
報
を
公
表
し
た
。

対
個
人
サ
ー
ビ
ス
業
の
趣
味

・
娯
楽
関
連
５
業
種
の
売
上

高
は
、
ゴ
ル
フ
練
習
場
の
み

前
年
同
月
を
上
回
っ
た
。
遊

園
地
・
テ
ー
マ
パ
ー
ク
（
Ｔ

Ｐ
）
は

・
９
％
減
の
３
２

０
億
６
千
万
円
と
、

カ
月

連
続
で
減
少
し
た
。

　
Ｔ
Ｐ
の
内
訳
は
、
入
場
料

金
、
施
設
利
用
料
金
収
入
が


・
５
％
減
少
。
入
場
者
数

は
一
般
が

・
２
％
、
団
体

が

・
４
％
そ
れ
ぞ
れ
減
少

し
、
全
体
で

・
６
％
減
少

し
た
。

　
ゴ
ル
フ
練
習
場
は

・
５

％
増
の

億
４
１
０
０
万
円

と
、
４
カ
月
連
続
で
増
加
し

た
。
利
用
者
数
が

・
６
％

増
加
し
た
。

　
ゴ
ル
フ
場
は
６
・
１
％
減

の

億
７
千
万
円
と
、
２
カ

月
連
続
で
減
少
し
た
。
利
用

料
金
収
入
が
４
・
０
％
減
少
。

利
用
者
数
は
１
・
７
％
増
加

し
た
。

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
は

・
２

％
減
の
８
億
３
９
０
０
万
円

と
、

カ
月
連
続
で
減
少
。

利
用
者
数
が

・
６
％
減
少

し
た
。

　
パ
チ
ン
コ
ホ
ー
ル
は

・

２
％
減
の
２
１
６
８
億
１
９

０
０
万
円
と
、

カ
月
連
続

で
減
少
し
た
。

　
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
業
の
教

養
・
生
活
関
連
５
業
種
の
売

上
高
は
、
学
習
塾
の
み
前
年

同
月
を
上
回
っ
た
。
ほ
か
の

結
婚
式
場
業
、
葬
儀
業
、
外

国
語
会
話
教
室
、
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
ク
ラ
ブ
は
減
少
し
た
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
は
２

０
２
０
年

月
、
全
国
の
企

業
を
対
象
に

年
の
景
気
見

通
し
に
対
す
る
意
識
調
査
を

行
っ
た
。

年
の
景
気
を

「
回
復
局
面
」
と
見
込
む
企

業
は

・
８
％
に
と
ど
ま
り
、

「
悪
化
局
面
」
「
踊
り
場
局

面
」
の
回
答
を
下
回
っ
た
。


年
の
懸
念
材
料
は
「
感
染

症
に
よ
る
影
響
の
拡
大
」
、

景
気
回
復
に
必
要
な
政
策
は

「
感
染
症
の
収
束
」が
そ
れ
ぞ

れ
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

年
の
景
気
動
向
は
「
悪

化
局
面
」
が

・
０
％
と
半

数
以
上
を
占
め
た
。
前
年
調

査
の

・
２
％
か
ら
大
き
く

上
昇
。
こ
の
ほ
か
「
踊
り
場

局
面
」
が

・
８
％
、
「
分

か
ら
な
い
」
が

・
８
％
。

「
回
復
局
面
」
は
３
・
４
％

に
と
ど
ま
っ
た
。

　

年
の
景
気
見
通
し
は
、

回
復
局
面
が

・
８
％
。
前

年
調
査
の
６
・
８
％
を
上
回

る
が
、
低
水
準
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
悪
化
局
面
が


・
４
％
、
踊
り
場
局
面
が


・
７
％
、
分
か
ら
な
い
が


・
２
％
。

　

年
の
景
気
見
通
し
に
つ

い
て
、
９
の
業
種
別
に
見
る

と
、
悪
化
の
回
答
は
建
設
が


・
８
％
と
最
も
多
い
。
サ

ー
ビ
ス
は

・
７
％
で
４
番

目
に
多
か
っ
た
。
一
方
、
回

復
は
製
造
が

・
３
％
と
最

も
多
く
、
以
下
は
運
輸
・
倉

庫
（

・
６
％
）
、
サ
ー
ビ

ス
（

・
２
％
）
が
続
く
。

　

年
の
景
気
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
懸
念
材
料
を
三
つ
ま

で
の
複
数
回
答
で
尋
ね
た
と

こ
ろ
、「
感
染
症
に
よ
る
影
響

の
拡
大
」
が

・
９
％
と
最

も
多
か
っ
た
。
以
下
は
「
雇

用（
悪
化
）」（

・
０
％
）、

「
所
得
（
減
少
）
」（

・
２

％
）
、「
米
国
経
済
」（

・
０

％
）、「
訪
日
観
光
客
数
の
減

少
」
（

・
３
％
）
な
ど
。

　
景
気
が
回
復
す
る
た
め
に

必
要
な
政
策
は
（
複
数
回

答
）
、
「
感
染
症
の
収
束
」

（

・
０
％
）
、
「
中
小
企

業
向
け
支
援
策
の
拡
充
」

（

・
６
％
）
、
「
個
人
消

費
の
拡
大
策
」（

・
０
％
）、

「
雇
用
対
策
」（

・
５
％
）

な
ど
。


